
平成23年10月13・14日	
  
REDD研究開発センター 平成23年度第1回公開セミナー	
  

	
  
実践から学ぶREDDプラス	
  

―国際交渉・現場と研究開発をつなぐ―	
  
	
  

まとめ	


（独）森林総合研究所	
  
REDD研究開発センター長	
  

松本光朗	
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発表からのメッセージ　1日目	


•  基調講演	
  
–  IPCCの活動を例に科学者の役割	
  

•  SS	
  1.	
  REDDプラス その枠組みと国家戦略	
  
–  REDDプラスは次期枠組み交渉において重要	
  
–  2℃目標の中での全球的なREDDプラスの目標	
  
–  二国間オフセット・クレジット制度においても重要	
  
–  他の枠組みとの関係性、森林の多面的機能への配慮	
  

•  SS	
  2.	
  REDDプラス 現場からの報告	
  
–  JICAのREDDプラスへの取組強化	
  
–  先行的プロジェクトによる経験：MRV、参照レベル、コスト	
  
–  投資家の視点：クレジット市場の早期立ち上げが民間参入に必要	
  
–  保全契約の経験からの教訓：地元とのコミュニケーション	
  
–  土壌炭素の考慮の必要性	
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発表からのメッセージ　2日目	

•  SS	
  3.	
  森林炭素モニタリングへの道筋	


–  RSを中心としたモニタリング技術開発の現状とポイント	
  
–  地上調査の重要性の再認識	
  
–  RSと炭素循環モデルとの結合、フラックス観測の必要性	
  
–  PALSAR利用のための技術開発の現状	
  
–  超小型衛星利用の可能性	
  
–  補正の問題、技術移転の課題、エンドユーザーの考慮	
  

•  SS	
  4.	
  REDDプラスのガバナンス、セーフガード	

–  最貧国も参加できるような仕組み	
  
–  マダガスカル、インドネシアでのプロジェクト事例からの教訓	
  
–  住民の同意に基づく参画の必要性、説明・コミュニケーション不足の問題	
  
–  二国間制度でもセーフガードを確保できるシステムを導入する必要	
  

•  SS	
  5.	
  REDDプラスの制度設計	

–  AR-­‐CDMの経験、コミュニティーの参加・実施とキャパビルの必要性	
  
–  市場メカニズムの課題、REDDプラスメカニズムの3つのシナリオと論点	
  
–  検証機関・審査者の視点から見た信頼性の確保、REDDプラスでの課題	
  
–  ガイドライン・方法論の開発のポイント	
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セミナーの目的は達成されたか？	


1.  関係省庁、NGO、民間企業等の実務者と科学者・研
究者との情報共有と連携促進を図る	
  

2.  REDDプラス実施のためのガイドライン・方法論の策定
に向けた課題の共有、議論の活性化を図る	
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ストックテイキングとして定期的な開催の必要性	
  



森林総研が主催するセミナー等の予定	


•  公開セミナー　「地球の肺‐アマゾンの森をはかる」	
  
–  SATREPS「アマゾンの森林における炭素動態の広域評価
（CADAF）」中間報告	
  

–  2011年10月25日（火）13時～17時	
  
– 東京国際フォーラム（有楽町）ホールD5	
  

•  ForestDay5	
  　REDDプラスのMRVに関わるセッション	
  
–  2011年12月4日	
  
– 南アフリカ・ダーバン	
  

	
  
•  国際セミナー	
  
–  2012年2月7・8日	

– 早稲田大学 国際会議場（井深大記念ホール）	
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23年度森林技術者講習	


•  基礎講習	
  
– 平成23	
  年11	
  月14	
  日
（月）～ 18	
  日（金）	
  

•  応用講習	
  
– プロジェクト設計書
（PDD）の作成実習	
  
•  平成24年1月23	
  日（月）
～ 25	
  日（水）	
  

– 高度・実践的なモニタリ
ング手法の検討	
  
•  平成24	
  年1	
  月16	
  日（月）
～ 18	
  日（水）	
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またお会いしましょう	
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